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昨
年

10  

月
、
一
般
財
団
法
人
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ア
ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
財
団
か
ら

２
０
１
９
年
度
「
住
ま
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
活
動
助
成
応
募
要
項
」
が
龍

ケ
崎
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
届
い
た
。
タ
イ
ト
ル
は
こ
の
ま
ち
と
住
ま
い
の

「
い
い
」
を
応
援
し
ま
す
・
・
応
募
期
限
は
今
年
の
１
月
８
日
（
日
）
だ
っ
た
。 

対
象
と
な
る
団
体
及
び
活
動
に
地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
助
成
が
含
ま
れ

て
い
た
。
ｋ
ｅ
ｙ
ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
は
歴
史
的
建
造
物
、
街
並
み
の
景
観
向
上
、
文
化

の
掘
り
起
こ
し
、
居
場
所
づ
く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
・
・
ま
ち
づ
く
り

活
動
。 

追
加

10  

部
の
送
付
を
財
団
に
要
請
し
龍
ケ
崎
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
団
体

の
い
く
つ
か
に
紹
介
し
た
。
素
早
く
取
り
組
ん
だ
の
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
龍
ケ
崎
の
価

値
あ
る
建
造
物
を
保
存
す
る
市
民
の
会
。
私
の
メ
ー
ル
受
信
控
え
で
は

12  

月
末

に
一
次
原
稿
が
仕
上
っ
て
い
た
。
仲
間
か
ら
の
修
正
案
も
１
月
早
々
に
提
出
さ
れ

た
。
内
容
は
「
竹
内
農
場
西
洋
館
の
冊
子
づ
く
り
」
。
市
民
活
動
と
し
て
の
助
成

活
動
に
ふ
さ
わ
し
い
「
実
現
可
能
で
具
体
的
活
動
」
だ
と
感
じ
た
。
私
の
直
感
で

こ
れ
は
い
け
る
か
も
・
・
を
記
憶
し
て
い
る
。
応
募
後
、
財
団
か
ら
具
体
的
な
説

明
の
要
請
が
届
い
た
と
の
こ
と
。
２
年
前
に
「
子
ど
も
ゆ
め
基
金
助
成
事
業
」
を

獲
得
し
た
龍
ケ
崎
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
応
募
プ
ロ
セ
ス
を
思
い
出
し
た
。
大

丈
夫
！ 

す
ぐ
さ
ま
東
京
（
財
団
事
務
局
）
を
訪
問
し
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
た
。

熱
意
が
財
団
に
届
い
た
。
財
団
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
共
有
し
た
の
は
、
竹
内
明
太
郎
。
世

界
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
／
コ
マ
ツ
の
創
業
者
、
宰
相
吉
田
茂
の
兄
。
熱
意
が
運
を
引

き
寄
せ
た
。

16  

倍
の
難
関
を
み
ご
と
に
突
破
。
協
定
書
を
調
印
。
活
動
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
後
、
財
団
主
催
の
地
域
交
流
会
が
金
沢
で
開
催
さ
れ
る
次
の

運
に
め
ぐ
り
あ
い
、
コ
マ
ツ
栗
津
工
場
幹
部
社
員
と
の
面
談
に
辿
り
着
く
。
日
本

の
近
代
工
業
と
早
稲
田
大
学
理
工
学
部
の
創
設
を
先
導
し
た
コ
マ
ツ
の
創
業
者
・

明
太
郎
が
龍
ケ
崎
の
竹
内
農
場
西
洋
館
で
近
代
農
業
の
経
営
に
携
わ
っ
て
い
た
と

現
在
の
活
動
内
容
を
紹
介
。
仰
天
！ 

新
し
い
史
実
が
共
有
さ
れ
た
。
日
ご
ろ
の

努
力
が
運
を
引
き
寄
せ
た
。
運
が
更
な
る
目
標
を
生
み
だ
し
た
。
ま
さ

か
・
・
・
・
。 

こ
れ
か
ら
は
夢
の
実
現

に
向
け
一
歩
一
歩
、
市
民

活
動
日
本
一
を
目
指
す
龍

ケ
崎
市
市
民
活
動
団
体
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
、
活
躍
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
喝

采
！ 

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「祝！ハウジングアンドコミュニティ財団助成金」獲得 
                          龍ケ崎市市民活動センター センター長 田沼信之 

ハウジングアンドコミュニティ財団 

地域交流会IN金沢 

5月25日（土）今回のイベントが行われた「金沢学生

のまち市民交流館」は、大正５年（1916年）に建てられ

た歴史的価値の高い「旧佐野家住宅」（市指定保存建造

物）を上手く残しながらリノベーションされており、外

観・内観ともに素敵でした。 

参加者は「地域・コミュニティ活動助成」を受ける11

団体のほか、学識者や地元の市民団体など80人。 

第1部、基調講演はNPO法人金沢町屋研究会理事長川

上光彦さんに、金沢のまちの成り立ちや金沢のまちづく

りについてお話しいただきました。 

基調講演の次に、「地域・コミュニティ活動助成」団

体の活動紹介があり、「復興・地域おこし」「コミュニ

ティ・里山保存」「伝統的建造物を生かした地域づく

り」の３テーマに分けて全11団体がそれぞれが7分間で

活動報告を行いました。活動報告をする団体に女性が多

いことや若さバイタリティーに刺激を受けました。当

NPO法人も世代交代が必要かと・・・ 

私は８番目に現状の活動や竹内農場西洋館について7

分間に纏めてお話ししました。 

2部は、金沢のまち歩き。金沢町屋研究会の案内でイ

ベントに参加された方々と一緒に金沢の中心部、大工

町、堅町といった、普段観光客が訪れない、市民の生

活が息づいている中に、武家屋敷や商家が点在してい

る通りを案内されました。まさに、江戸時代の地図が

現在もそのまま使える貴重なまち並となっています。 

そして夜の部の懇親会は近くの伝統的建造物を生か

した飲食店で行われ、約30名ほどの方が参加されまし

た。和気あいあいとした雰囲気の中、大学教授や学

生、市民団体の方々、ハウジングアンドコミュニティ

財団の方と親しくお話をすることが出来ました。 

前田享史 
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コマツ粟津工場訪問 

 

 

 

 

 

 

 

NPO龍ケ崎建物保存会は竹内農場西洋館（竹内明太郎

別荘）の保存運動の過程で、竹内明太郎の実業家として

の偉大さと、人間愛に満ちた人柄を知ることとなりまし

た。ＮＰＯの代表である私は、その足跡を調べるため

に、前々から一度は訪れてみたいと思っていた小松市の

コマツ（竹内明太郎創業）及び遊泉寺銅山跡（コマツ創

業の地）は遠くて二の足を踏んでいましたが、今回はま

るで神のお導きの如く訪問の機会が与えられました。 

それは助成団体に選んでいただいたハウジングアンド

コミュニティ財団主催のイベントが金沢市で開催された

からです。このイベントに参加する旅費まで財団からい

ただきました。金沢市の最寄空港は小松です。ここから

コマツ粟津工場や遊泉寺銅山跡は至近距離です。これは

行くしかない、と運命的なものを感じました。そして予

めコマツ粟津工場総務部に連絡を取ったところ、快く引

き受けてくださいました。 

5月24日、小松駅から福井方面一つ目の粟津駅を降り

ると目の前はコマツ粟津工場です。粟津工場はコマツの

中でも特に規模が大きく核となる工場です。正門を潜る

ると、守衛さんに呼び止められ、ゲストハウスに案内さ

れました。そこでは「いらっしゃいませ！」と、女性ス

タッフ数名から歓迎を受けました。 

ゲストハウスでは総務部長の村上様及び担当部長の福

田様と対談。先ずはプロジェクターにて、粟津工場の概

要を説明していただきました。下調べの上で訪問したつ

もりでしたがスケールの大きさや優れた施設にただただ

驚くばかりでした。そして、遊泉寺銅山についての説明

もしていただきました。「遊泉寺銅山は小松市が中心に

なって整備しているが、わが

社創業の地であるので、これ

を全面的に支援し、官民一体

の事業となっている。2年後

には整備が完了するから、そ

の時にもう一度来て欲しい」

と話されました。 

話題が竹内明太郎に移る

と、現在も「優れた製品を造

る」「人材を育てる」といっ

た創業者の教えが受け継がれ

ている。全社員に「コマツ創

業の人 竹内明太郎伝」を進

呈し、社員教育の一環にして

いることや、同じく竹内明太 

郎が唐津の芳谷炭坑に唐津鉄工所として創業した株式会

社唐津プレシジョンとは姉妹企業です、と創業者への強

い想いを語られました。 

私が持参した竹内農場西洋館の現状の写真３枚と大正9

年竣工当時の写真及び竹内農場の資料を渡し、御社創業

者の別荘で竹内鉱業が運営の農場であったことを説明す

ると「大変貴重な資料と写真をありがとうございまし

た」と、感謝のお言葉をいただきました。そして「コマ

ツ創業の人 竹内明太郎伝」及び「遊泉寺銅山跡記念碑

建立記録誌」など貴重な本を記念にいただきました。 

ゲストハウスにて1時間ほど話し合った後は、係の方に

工場を案内していただきました。再生エネルギの活用に

より、CO2削減に取り組んでいる仕組みや、ベルトコン

ベアーによる作業の流れなど約30分程度、とても興味深

く拝見しました。 

引き続き、タクシーで移動し「こまつの杜」を訪問し

ました。「こまつの杜」は、子どもの健全な育成と自然

環境の保全を目的に、2011年コマツ発祥の地、小松駅前

に作られた社会貢献施設であり、一部の施設はコマツの

社員教育に充てられているとのこと。こちらではコー

ディネーション・オフィス部長の薮並さんに施設内を案

内していただきました。特に興味深かったのは、旧本社

社屋を復元した「わくわくコマツ館」。旧社屋は近年ま

で残っていましたが、北陸新幹線施設の影響で解体さ

れ、「こまつの杜」誕生に合わせて復元したのが「わく

わくコマツ館」とのこと。玄関ロビーには竹内明太郎か

ら始まる沿革が掲示されていて、コマツの歴史をビジュ

アル的に分かるようになっていました。館の東側には竹

内明太郎の銅像が建っていました。そのほか敷地内には

現存する最古のトラクターや世界最大級のダンプが展示

してあり、お子様が楽しみながら学習出来るようになっ

ていました。ここでの子供たちを支援するグーループに

NPO法人「みどりのこまつスクスク会」があり、メン

バーはコマツOBの方が中心で、定年後の活動支援にも配

慮されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、今回の粟津工場訪問が切っ掛けとなり、10月3

日（木）コマツ執行役員粟津工場長ほか粟津工場4名の方

が竹内農場西洋館をご訪問されました。当会がご案内

し、市・教育委員会文化生涯学習課の梁取課長が西洋館

調査資料を渡し、概要を説明されました。約40分と短い

時間でしたが、コマツの皆様には興味深く見学していた

だきました。 

竹内明太郎のお導きで、世界のコマツとわが龍ケ崎

が、このように縁が出来たことは大変喜ばしいです。 

前田享史 

わくわくコマツ館(旧本社社屋復元) 
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遊泉寺(ゆうせんじ)銅山跡視察  

5月26日（日）小松駅から1日数本運行されているハニベ行きバスに乗

車。約30分でハニベ巌窟院前に到着。ここから遊泉寺銅山跡までは歩い

て20分程度かかりました。入り口は記念公園になっていて駐車場が整備

され、バイオマストイレが設置されていますが、まだ整備途中なので、

観光で訪れるという感じではありません。記念公園には遊泉寺銅山跡記

念碑と竹内明太郎像及び由来を刻んだ解説板、及び銅山が運営されてい

た時代の街並みが画かれた青銅版が設置されていました。それによると

従業員家族を合わせると5,000人が住んでいて、学校、郵便局、軽便鉄

道駅、共同浴場、住宅、呉服店、床屋、遊郭、飲食店、社員ビリヤー

ド、工場などが画かれていて当時の賑わいを知ることが出来ます。そし

て開坑安永元年、閉山大正9年と刻まれていました。 

さっそく、銅山入り口の遊歩道案内板に沿って、一歩足を踏み入れると用水路が整

備されていて、歩道に沿って石垣があり住宅か商店が並んでいた様子が伺われます。

そして、レンガ造りの真吹炉（まぶきろ）が目につき、銅山跡であることが確認でき

ます。さらに奥に進むと精錬所跡と思われる場所にむき出しとなった煙道が山の傾斜

に這ったように伸びていて、その先に高さ20ｍレンガ造りの大煙突が聳えていまし

た。さらに進むと立坑やレンガの遺構が随所にあり、往時を偲ぶことが出来ます。途

中険しい坂道となりロープが張り巡らされていて、まるで登山の様相です。大木が倒

れて道をふさいだ個所もあり、1時間ぐらい歩いて山頂に到着しました。ここからなだ

らかな下り坂が続き、急ぎ足で下山すると、途中砂山（作業工程で排出した大量の砂

を廃棄した場所）や鉱山町の水源跡などの遺構がありました。こうして約1時間30分掛

けて遊泉寺銅山跡遊歩道を制覇することが出来ました。 

遊泉寺銅山は竹内明太郎が経営の時代に閉山しているので、遺構や残骸の総てが、

紛れもなく明太郎が遺したものであり、一歩一歩、特別な想いで歩いてみました。 

前田享史 

竹内明太郎の故郷、高知県宿毛(すくも)市を訪ねて 

6月12日（水）龍ケ崎から飛行機に電車を乗り継いで、午後4時7分土佐くろしお鉄道宿毛駅に到着しました。宿毛

に来た目的は竹内農場西洋館の冊子制作のため宿毛市立歴史館所蔵の竹内明太郎日記を調べることでした。元々、竹

内農場西洋館に関わって以降、明太郎が生まれた土地をこの目で見たいという強い気持ちがあり、それが幸運にも実

現したのです。 

駅から徒歩7分の秋沢ホテルにチェックイン。荷物を置いて、さっそく宿毛まち歩きに出かけました。駅とは逆方

向に600メートルほど進むと市街地へと到着しました。市街地は縦横一辺500メートルほど四方に広がっていて、2時

間程度歩くと総て見ることが出来ます。人口は2万弱の小都市。その割には明治大正に活躍した文化人が多く、その

数21人となっていました。必然的に何々邸跡といった史跡が多く目につきます。歴史館の前には、高知工業高校の開

校を記念した竹内綱・明太郎「工業富国基」が建っていました。そのすぐ近くに竹内綱・明太郎・吉田茂の旧宅跡が

あります。また市街地の中心部には小野梓記念公園があり、大隈重信とともに早稲田大学を創立した小野梓や竹内明

太郎の胸像が建っています。こうした史跡が多くまちじゅう歴史資料館といった感じがしました。もう一つの特徴と

して裏道に入ると用水路が張り巡らされていて、古いまち並みがいっそう風情を感じさせます。 

6月13（木）～15（日）は、竹内明太郎日記を調べるため宿毛市立歴史館に通いました。歴史館では矢木館長が親

切丁寧に対応してくださいました。最初に注意事項の指摘を受け、「綴じ代が傷んでいるのでページを捲る時は特に

気を付けてください」と言われました。日記は明治22年が1冊。明治36年から昭和3年まで毎年続いて、合わせて26

冊、ページ数でいうと約9,000ページになります。総て博文館発行の日記帳「当用日記」に書かれていました。それ

も明治人特有の崩し字ですから、ちょっと見ただけでは理解できませ

ん。持ち帰ってじっくり解読するため、可能な限りコピーしました。予

め用意した専用のスタンドにカメラをセットし、スマホと連係し遠隔操

作でシャッターを切りました。ざっと目を通しながらゆっくりページを

捲り、作業は当初の予定通り、2日と半日かかりました。ざっと見た限

りでは、期待した竹内農場西洋館の設計者は見つかりませんでした。 

歴史館には、吉田茂を筆頭に明治の偉人21人の豊富な資料が展示してあ

り、竹内明太郎に関しては貴重な書と万年筆、小銭入れ、磁石が展示し

てありました。 

前田享史   

竹内明太郎像 

銅山遺構、巻上げ装置 

３ 

竹内明太郎遺品 

万年筆、小銭入れ、磁石 
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杉
野
翠
兄

す
い
け
い

「
筑
波
庵
」
に
つ
い
て 

流
通
経
済
大
学
教
授 

中
原
篤
徳
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
龍
ケ
崎
建
物
保
存
会 

顧
問
） 

は
じ
め
に 

龍
ケ
崎
に
住
し
た
江
戸
後
期
の
俳
人
杉
野
翠
兄
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
長
南
俊
雄
氏
に

よ
る
『
杉
野
翠
兄
ー
竜
ヶ
崎
の
俳
諧
師
』
、
『
龍
ヶ
崎
市
史 

近
世
編
』
等
の
書
籍
、
本
会

顧
問
で
あ
る
鈴
木
久
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
、
当
代
一
流
の
文
人
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
杉
野
翠
兄
に
直
接
関
わ
る
唯
一
の
遺
構
で
あ
る
筑
波
庵
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の

先
行
研
究
で
は
必
ず
触
れ
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
茶
室
と
し
て
、
あ
る
い
は
別
宅
、
ま
た

あ
る
い
は
指
導
の
場
な
ど
と
表
現
さ
れ
、
そ
の
役
割
に
つ
い
て
は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
筑
波
庵
は
、
約
２
０
０
年
の
間
、
そ
の
姿
を
か
ろ
う
じ
て
と
ど
め
な
が
ら
今
に

至
っ
て
お
り
、
現
在
は
、
後
裔
の
方
と
共
に
、
本
会
が
保
存
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
筑
波
庵
に
つ
い
て
、
そ
の
建
物
を
中
心
に
私
見
の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
た
い
と
思

い
ま
す
。 

筑
波
庵
の
現
状 

筑
波
庵
は
、
龍
ケ
崎
市
上
町
に
ひ
っ
そ
り
と

佇
ん
で
い
ま
す
。
翠
兄
が
営
ん
で
い
た
頃
か

ら
、
移
築
等
の
場
所
の
変
更
は
な
い
と
考
え
ら

れ
、
江
戸
後
期
か
ら
変
わ
る
こ
と
の
な
い
ス
ト

リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
を
、
今
も
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
建
物
自
体
は
、
屋
根
の
改
変
、
台

所
、
風
呂
、
部
屋
の
増
改
築
が
行
わ
れ
て
お

り
、
外
観
、
内
部
か
ら
も
看
取
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
主
室
で
あ
る
７
畳
半
の
和
室
と
、

小
屋
組
み
は
、
建
築
当
時
の
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。
た
だ
、
一
見
、
建
築
物
と
し
て
の
姿
を

保
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
写
真
１

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
内
部
の
腐
朽
は
激
し

く
、
特
に
増
築
部
分
か
ら
の
雨
漏
り
と
虫
害
に

よ
っ
て
主
室
の
柱
、
床
板
、
根
太
が
腐
り
落

ち
、
土
壁
が
崩
れ
、
深
刻
な
状
態
に
あ
り
ま

す
。 

筑
波
庵
の
意
匠 

筑
波
庵
の
由
来
と
な
っ
た
筑
波
山
の
双
峯
を
想
起
さ
せ
る
と
い
わ
れ
た
屋
根
で
す
が
、
現  

在
は
ト
タ
ン
葺
き
に
な
っ
て
お
り
、
筑
波
山
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
の
は
や
や
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
写
真
２
に
示
し
た
よ
う
に
、
建
物

を
見
る
角
度
に
よ
っ
て
は
双
峯
の
よ
う
に
見
え

る
た
め
、
恐
ら
く
屋
根
の
高
低
に
よ
っ
て
峯
を

表
現
し
た
の
で
は
な
く
、
屋
根
、
棟
の
構
成
に

よ
っ
て
表
現
し
た
も
の
と
考
え
ま
す
。
往
時

は
、
茅
葺
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
も
、
こ
ん
も
り
と
し
た
量
感
の
あ
る
茶
色
の

屋
根
に
よ
っ
て
、
よ
り
筑
波
山
の
よ
う
に
見
え

た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

建
物
の
内
部
で
す
が
、
主
室
を
中
心
に
見
る

と
、
簡
素
な
が
ら
も
繊
細
で
風
雅
な
印
象
を
受

け

ま
す
。
床

柱
、
落
掛
、
床

框
、
長
押
、
柱

は
、
細
く
、
北
関
東
の
農
家
に
見
ら
れ
る
剛
直

な
作
り
と
は
異
な
り
、
数
寄
屋
に
近
い
作
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
龍
ケ
崎
屈
指
の
豪
商
で
あ
っ

た
杉
野
家
当
主
の
威
信
を
か
け
て
作
っ
た
建
物
が
、
贅
美
を
尽
く
し
た
も
の
で
は
な
く
、
数
寄

屋
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
翠
兄
の
美
意
識
が
感
じ
ら
れ
、
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
草
庵
の
茶
室
で
は
用
い
ら
れ
な
い
釘
隠
し
が
打
た
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

は
、
あ
る
程
度
の
格
式
を
部
屋
に
持
た
せ
よ
う
と
の
意
識
も
感
じ
ら
れ
、
こ
こ
で
は
杉
野
家
当

主
の
矜
持
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
釘
隠
し
自
体
は
、
凝
っ
た
彫
金
や
七
宝
が
施
さ
れ

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
赤
銅
製
の
丸
い
品
の
よ
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
数
寄
屋
の
意
匠
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
茶
室
で
あ
っ
た
と
の
見
解
も

こ
れ
ま
で
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
実
際
に
は
、
茶
室
と
い
う
よ
り
も
、
客
人
を
や
や
改
ま
っ

た
思
い
で
迎
え
入
れ
る
場
所
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 

筑
波
庵
の
役
割 

本
年
（
２
０
１
９
年
）
２
月
に
開
催
さ
れ
た
講
演
「
龍
ヶ
崎
に
翠
兄
あ
り
」
の
中
で
二
村
博

氏
（
常
磐
大
学
）
が
卓
見
を
述
べ
ら
れ
、
筑
波
庵
が
、
江
戸
の
俳
人
に
も
知
ら
れ
た
建
物
で
あ

り
、
門
人
、
交
友
の
あ
っ
た
俳
人
、
文
人
が
訪
れ
、
宿
泊
で
き
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
資
料

を
用
い
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
筆
者
も
、
建
物
の
構
造
か
ら
、
門
人
に
俳
句
を
教
授
す
る
道
場
、

学
校
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
て
お
り
、
二
村
先
生
の
お
話
を

伺
い
、
首
肯
致
し
ま
し
た
。
た
だ
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
筑
波
庵
は
、
宿
泊
す
る
に
は
や
や
狭

い
と
も
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
講
演
会
終
了
後
、
後
裔
の
方
か
ら
、
か
つ
て
は
別
棟
が
あ
り
、

筑
波
庵
と
は
廊
下
で
つ
な
が
っ
て
い
た
と
の
情
報
を
得
て
、
疑
問
は
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
や
は

り
、
筑
波
庵
は
、
住
居
で
は
な
く
、
俳
句
を
教
授
す
る
、
ま
た
、
文
人
仲
間
と
と
も
に
句
を
詠

む
場
所
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
よ
う
で
す
。 

写真１ 

写真２ 
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今
後
の
課
題 

筑
波
庵
の
役
割
で
述
べ
た
よ
う
に
、
筑
波
庵
は
俳
句
を
教
授
す
る
場
所
で
あ
っ
た
と
す
れ

ば
、
龍
ケ
崎
に
現
存
す
る
最
古
の
教
育
機
関
で
あ
る
と
言
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

江
戸
後
期
の
俳
人
を
中
心
と
し
た
文
人
た
ち
の
交
流
の
場
で
あ
り
、
北
関
東
の
町
人
、
農
民

の
文
化
を
支
え
て
き
た
重
要
な
建
造
物
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
そ

の
価
値
は
低
く
見
積
も
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。 

上
町
の
細
い
道
を
歩
い
て
い
く
と
嘉
永
年
間
の
碑
が
あ
る
祠
が
あ
り 

、
そ
の
横
に
あ
る
筑

波
庵
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
江
戸
時
代
か
ら
変
わ
ら
ぬ
ス
ト
リ
ー
ト
ビ
ュ
ー
は
、
土
地
の
記
憶

で
あ
り
、
一
度
失
わ
れ
れ
ば
取
り
戻
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
景
観
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。 龍

ケ
崎
を
代
表
す
る
文
人
、
杉
野
翠
兄
が
そ
の
美
意
識
と
財
産
を
傾
注
し
て
営
み
、
龍
ケ

崎
の
文
化
の
基
と
な
っ
た
筑
波
庵
を
、
私
た
ち
は
守
る
の
か
、
あ
る
い
は
朽
ち
果
て
る
に
任

せ
る
の
か
、
私
た
ち
の
市
民
と
し
て
の
意
識
が
今
問
わ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

 
 

 
 

 
 

杉
野
翠
兄
講
演
会
「
龍
ケ
崎
に
翠
兄
あ
り
」 

講
演
後
記 

 

２
０
１
９
年
２
月

24  

日
（
日
）
、
龍
ケ
崎
市
文
化
会
館

小
ホ
ー
ル
に
て
「
杉
野
翠
兄
講
演
会
：
龍
ケ
崎
に
翠
兄
あ

り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
常
磐
大
学
准
教
授
二
村
博
氏
、
流
通
経
済
大
学
教

授
中
原
篤
徳
氏
の
お
二
人
の
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

二
村
先
生
に
は
、
以
前
、
筑
波
庵
及
び
翠
兄
ゆ
か
り
の
寺

な
ど
を
ご
案
内
し
た
こ
と
が
あ
り
、
中
原
先
生
に
は
、
当
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
顧
問
を
お
務
め
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

繋
が
り
か
ら
今
回
ご
講
演
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま
し
た
。 

 

講
演
前
半
、
二
村
先
生
に
は
翠
兄
が
い
か
に
し
て
俳
諧
と

い
う
も
の
と
出
会
い
、
地
元
龍
ケ
崎
で
俳
諧
師
と
し
て
活
動

し
て
い
っ
た
か
、
と
て
も
興
味
深
い
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

 

翠
兄
は
連
句
の
達
人
と
し
て
も
知
ら
れ
る
俳
諧
師
で
も
あ

あ
り
ま
し
た
。
連
句
俳
諧
の
大
元
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
歌

垣
。
万
葉
の
頃
か
ら
、
特
定
の
日
に
男
女
が
集
い
、
そ
こ
で

求
愛
の
歌
謡
を
付
け
合
う
と
い
う
風
習
が
あ
り
、
常
陸
風
土

記
で
も
そ
の
歌
垣
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
の
を
読
む
こ

二
村
先
生
に
よ
る
俳
諧
の
大
元
と
な
っ
て
い
る
歌
垣
に
つ
い
て
の
説
明
に
続
き
本
題
で
あ
る
俳

諧
師
杉
野
翠
兄
の
話
に
。 

翠
兄
は
現
在
の
龍
ケ
崎
市
上
町
八
坂
神
社
裏
手
に
「
筑
波
庵
」
を
開
き
、
そ
こ
を
拠
点
に
広
く

下
総
の
地
に
及
ぶ
範
囲
に
お
弟
子
さ
ん
が
あ
り
、
筑
波
庵
で
は
毎
度
の
よ
う
に
句
会
が
開
催
さ
れ

て
い
た
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

文
化
発
祥
の
地
と
し
て
、
上
町
に
筑
波
庵
が
築
か
れ
、
そ
こ
で
連
句
、
俳
諧
の
冊
子
が
発
行

さ
れ
て
い
た
と
い
う
話
は
、
個
人
的
に
も
非
常
に
関
心
持
っ
て
伺
っ
た
お
話
で
し
た
。 

ち
な
み
に
、
現
在
の
流
山
市
に
あ
る
一
茶
双
樹
庵
あ
る
じ
秋
元
双
樹
宛
て
に
翠
兄
が
手
紙
を

送
っ
て
い
た
と
い
う
話
も
伺
い
、
一
茶
双
樹
庵
訪
問
し
た
事
も
あ
り
こ
ち
ら
も
と
て
も
重
要
な
お

話
を
伺
え
ま
し
た
。 

講
演
会
後
半
は
、
流
通
経
済
大
学
中
原
篤
徳
先
生
に
よ
る
杉
野
翠
兄
旧
宅
筑
波
庵
を
保
存
す
る

意
義
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

翠
兄
は
広
く
下
総
の
地
に
及
ぶ
地
域
で
お
弟
子
さ
ん
を
抱
え
、
連
句
の
周
知
に
努
め
ま
し
た
。 

そ
の
拠
点
と
な
っ
た
筑
波
庵
は
、
元
は
翠
兄
を
ト
ッ
プ
と
す
る
弟
子
の
学
び
の
場
で
あ
っ
た
と

い
う
点
を
、
筑
波
庵
の
建
物
と
し
て
の
造
り
な
ど
か
ら
解
説
し
て
い
だ
き
ま
し
た
。 

当
日
は

70  

名
ほ
ど
の
皆
様
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
二
村
先
生
と
中
原
先
生
に
よ
る
講
演
を

お
聞
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

江
戸
時
代
、
龍
ケ
崎
に
あ
り
、
当
時
の
文
化
の
先
端
を
走
り
俳
諧
師
と
し
て
の
一
時
代
を
築
い

た
杉
野
翠
兄
の
功
績
と
、
翠
兄
が
拠
点
と
し
た
筑
波
庵
の
存
在
を
も
っ
と
沢
山
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
け
た
ら
と
願
わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

田
中
加
代 

筑波庵、台風の被害状況 

今秋の関東を襲った２度にわたる大型台風に

より、筑波庵（杉野翠兄旧宅）はガラス戸や屋

根の損傷等、多少なりと被害を受けました。ま

た、庭内の寒山竹（市・指定文化財）が大きく

湾曲し、電線に垂れ下がり危険な状態となって

おりました。 

当ＮＰＯ法人は、寒山竹は文化財に付き、

市・文化生涯学習課に剪定許可と、所有者へ代

行作業の了解を取り、応急処置をいたしまし

た。 

今回の作業は決して充分ではありません。今

後は筑波庵を愛する団体として、庭内の早急な

環境整備が必要であると考えます。 

前田享史 

筑波庵、寒山竹の剪定 
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住まいとコミュニティづくり活動助成事業成果発表会報告 

2019年8月31日（土）御茶ノ水ソラシティで開催されたハウジングアンドコミュニティ財団主催の30年度助成事業

成果発表会に当会から5人参加しました。 

第1部のNPOたいとう歴史都市研究会の椎原昌子氏の基調講話「歴史を活かしたまちづくりとコミュニティ」は明

治・大正・昭和の建物が残る谷中の街の風致をどう残しながら新たな資産として活用していくかについての30年間の

活動成果が報告されました。谷中界隈は歴史的・文化的な評価は高くても、街並みを残すなどの具体的な保全施策は

ほぼありませんでした。狭い路地と木造建築物が密集する区域は都市計画的に見れば、防災上の危険もあり、解体し

て耐火性の建築に建替えるなどの方策しか見出せない状況でした。そこに、椎原さんのNPO活動が歴史的な建物をど

う活かしながら新たな価値を見出せるかについて様々な知恵出しを行い、成果を上げてきました。今までなら古民家

が手放されると更地にして人の手に渡っていたものを文化資源として保存開発し新しい担い手による文化＋企業活動

（CSRに結び付ける）の場にするための調査と専門家の起用などを積極的に行い、民民で東京の文化資源を守ってき

ました。行政に頼らないで成果を上げる素晴らしい手法です！ 

第２部は11の市民団体の発表があり、どれも知恵と工夫に満ちた素晴らしいものでした。特に印象に残った発表

は、姫路市の山奥の「ふるさとかかし親の会」の活動です。かつては林業と炭焼きで152人の村民が住んでいた集落

が現在、９軒15人の限界集落になっているところに人間型かかしを130体作り、村のあちこちに設置しフェイスブッ

クに写真を紹介している内に評判になり、観光バスで見に来るようになりました。今後は第2のふるさととして使って

もらい、将来の移住・定住につなげたいと話していました。今回の助成で撮り貯めた写真から写真冊子を発行してい

ます。 

もう一つは柏市の「NPOケアラーネットみちくさ」の活動で、高齢者や障がい者の世話・介護を行う家族などを支

援する場づくりです。高齢化社会に向かってやるべきこととして介護する方々のケアが重要との視点からそういう

方々（ケアラー）が気軽に寄って悩みを話したり関係機関との連携をスムーズに運べるようにすることを目的に設置

されています。これから龍ケ崎でも必要になる施設ではない

かと感じました。 

最後にその場で軽食を食べビール・ソフトドリンクを飲み

ながらの交流会が開かれ、発表者や財団理事、お手伝いの学

生など様々な方々と楽しく意見交換できました。 

来年の今頃は我々の会が発表する立場になると考えると身

の引き締まる思いです。 

島村宏之 

第2回 竹内農場西洋館フォーラム の お知らせ 

日時・会場 

12月7日（土）pm2時～4時  

長山コミュニティセンター 多目的室 

お 話   

幾島 審 氏（深谷市教育委員会 文化振興課） 

  上敷免製レンガについて 

中原篤徳 氏（流通経済大学教授 博士/芸術学） 

  竹内農場西洋館の建築様式について 

前田享史 氏（当NPO法人理事長） 

  竹内明太郎の足跡を訪ねて 

申込 龍ケ崎市市民活動センター 0297-63-0030  

11月22日（金）より 定員50名 申込順 

主 催  NPO龍ケ崎建物保存会 

協 力  龍ケ崎市教育委員会 

    龍ケ崎市市民活動センター 

後 援  龍ケ崎市 

 

付記事項 

フォーラム当日は西洋館が下記時間敷地内にて見

学出来ます。(見学は申込不要)10:00～13:30 

お問合せ TEL 080-6637-1950（NPO前田） 

編集後記 

ＮＰＯ龍ケ崎建物保存会は、現在ハウジングアンドコ

ミュニティ財団の助成事業である「竹内明太郎が残した

もの～龍ケ崎の赤レンガ西洋館（仮題）」の冊子制作に

取り組んでおります。7,000冊の予定で、来年の２月迄

には完成し、３月以降に身近なコミュニティセンターそ

の他の公共施設等に無料配布させていただきます。 

歴史的建造物である竹内農場西洋館を後世に残すこと

の意義を、多くの方々へ伝えることは、保存促進の大切

な役割だと思います。 

さて、このたび冊子制作の下調べとして、石川県小松

市や高知県宿毛市を訪問し、竹内明太郎の足跡を調べま

した。また、金沢や東京で行われたハウジングアンドコ

ミュニティ財団主催のイベントにも参加し、たくさんの

方々とお話が出来ました。今回の助成金獲得は、助成金

だけにとどまらず、人と人との繋がり、活動のネット

ワーク作りに大きな役割を果たす結果となりました。 

 

今号は、お陰様で盛りだくさんの情報となり、ページ

を増やして対応いたしました。ご一読いただければ嬉し

く思います。 

編集長 前田享史 
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